

























































































































































































































































	第4章 マイクロウエーブシステム設計
	4.1 概要
	4.1.1 南地方
	4.1.2 北地方
	4.1.3 東北地方
	4.1.4 東南地方

	4.2 置局選定の基本条件
	4.2.1 道路ならびに商用電力に関する条件
	4.2.2 オーバーリーチ角
	4.2.3 中継区間距離
	4.2.4 保守上の問題

	4.3 方式設計上の条件
	4.3.1 無線周波数
	4.3.2 伝送品質及び中継方式
	4.3.3 テレビジョンの音声中継方式
	4.3.4 予備回線と切替方式
	4.3.5 遠隔監視制御および打合せ方式
	4.3.6 制御回線
	4.3.7 テレビジョン回線構成方式
	4.3.8 空中線系
	4.3.9 電源方式

	4.4 置局選定結果の概要
	4.5 装置設計
	4.5.1 回線構成
	4.5.2 局内構成
	4.5.3 電力装置
	4.5.4 局舎

	4.6 所要工事費

	第5章 放送体制
	5.1 放送の需要と放送の供給
	5.2 財源
	5.2.1 政府補助金
	5.2.2 広告放送収入
	5.2.3 受信料収入

	5.3 企業形態
	5.3.1 企業の規模
	5.3.2 放送体制の概略
	5.3.3 財政
	5.3.4 移行過程
	5.3.5 新放送公社
	5.3.6 商業放送事業

	5.4 法制
	5.4.1 法制の根拠
	5.4.2 新法制の内容

	5.5 放送行政担当機構

	第6章 普及計画
	6.1 現在の普及
	6.2 普及予測
	6.3 普及政策

	第7章 番組計画
	7.1 放送番組の質向上のための手段
	7.2 番組編成
	7.3 番組製作
	7.4 製作体制
	7.5 番組編成年次計画
	7.6 番組関係直接経費年次計画

	第8章 運営・管理計画
	8.1 組織
	8.2 要員充足のための方策
	8.3 要員訓練計画
	8.4 受信料関係
	8.5 予算管理
	8.6 人事管理
	8.7 要員計画
	8.8 マイクロ波回線使用料金関係

	裏表紙

